
（５）水稲除草剤の有効成分と作用特性一覧

ピラゾキシフェン
茎葉部と根部から吸収され、植物に白化現象を誘
起させ、枯死させる。 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

ピラゾレ－ト
クロロフィルの生成を阻害し、栄養飢餓状態から雑
草を枯殺する。 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

ベンゾフェナップ
吸収移行型で、根部及び基部から吸収され、植物
に白化現象を誘起させ、枯死させる。 ○ ○ ◎ ◎ ○ □ □ ◎ △ 〇

テフリルトリオン

雑草の根部、幼芽部、茎葉基部より吸収され、雑草
体内では光合成電子伝達系経路のプラストキノン
の生合成に関与する４－ＨＰＰＤに作用して、雑草
の生育を抑制し、白化症状を発現して枯死させる。

○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

ベンゾビシクロン
根部、幼芽部、茎葉基部より吸収され、処理後に展
開する新葉に白化症状が発現し、枯死させる。 〇 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ □ □ △

メソトリオン

雑草の幼芽部および茎葉部から吸収され、カロチノ
イド生合成のプラストキノン形成に関与する４－ＨＰ
ＰＤの活性を阻害することで色素生成に強く影響を
与え、白化を経て枯死させる。

△ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ □ □

エトベンザニド
非ホルモン系吸収移行性の除草剤で、雑草の根
部、幼芽部、茎葉基部から吸収され、タンパク質合
成を阻害して枯死させる。

◎ × □ × × × × × × ×

カフェンストロー
ル

茎葉基部・根部から速やかに吸収され、細胞分裂・
細胞伸長阻害により生育を停止させ枯死させる。ノ
ビエに卓効。作用発現は速効的だが、枯死までに
時間がかかる。残効は長い。

◎ ◎
○
～
◎

○ ◎
□
～
○

□
～
○

△ △ △

テニルクロール

幼芽・幼根部から吸収され、植物体内でタンパク質
合成を阻害し細胞分裂を抑える。これにより雑草の
根部・茎葉部の伸長を抑制し最終的に枯殺する。

◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ △

ブタクロール
雑草発芽前処理により、主として雑草発芽時の幼
芽部より吸収され、タンパク質生合成阻害により雑
草を枯殺させる。

◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ △ △ △

プレチラクロール

幼芽部から吸収され、分裂組織に移行し、タンパク
質生合成を阻害することにより枯殺する。その作用
は、雑草の発芽時期に最も強く現れる。

◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ △

ブロモブチド
幼芽部、根部から吸収され、茎葉部に移行して、生
長点の細胞分裂を阻害し枯死させる。効果は比較
的遅効的である。

○ ◎ □ ◎ ◎ ○ 〇

メフェナセット
根部および幼芽部の主として生長点原基に作用
し、タンパク質合成を阻害する。 ◎ ◎ ◎ □ ◎ □ □ △ △ △

フェントラザミド

雑草の生長点に作用し、細胞分裂および伸長を阻
害することによって、生育を停止させ枯殺させる。作
用発現は、雑草発生前あるいは発生初期の処理で
速効的である。

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ □ □ □ △ △

ジメタメトリン

根部、茎葉部（特に幼芽部）から速やかに吸収さ
れ、光合成、特にヒル反応を阻害することにより雑
草を枯殺する。藻類、表層剥離の発生を強く抑制す
る。

□ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ □

シメトリン

根部や茎葉部から吸収され、速やかに上部へ移行
し、葉の先端や葉の縁に集積されて光合成作用を
阻害して雑草を枯死させる。この作用は高温条件
下で強く発現するので、処理後高温にあうと、稲の
生育にも影響が現れる。

○ ○ ◎ ◎ ○ □ □ ○ △ 〇

ピリブチカルブ

根部、葉芽部、茎葉基部から吸収され、雑草の根
部および茎葉部の伸長を阻害し、枯殺する。雑草
は生育を停止した後、次第に茎葉部が赤化し、さら
に黄化から褐変枯死に至る。

◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ □ △

モリネート

雑草の幼芽部、茎葉部及び根部から吸収され、生
長点に移行し、脂肪酸の合成を阻害して細胞分裂
を阻止し枯死させる。 ◎ ◎ △ △ ◎ ◎ ◎ △ □ □
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クミルロン

基部及び根部から吸収され、根の細胞分裂・細胞
伸長を阻害し、発芽抑制、根伸長阻害及び生育抑
制により枯死させる。 □ ◎ △ △ ◎ ◎ ◎ △

◎
～
○

△

ダイムロン

根部から吸収され、根の細胞分裂・細胞伸長作用
を阻害し、発芽から発生始期の発根抑制、根伸長
阻害及び生育抑制によって枯死させる。薬害軽減
効果がある。カヤツリグサ科に卓効。

△ ◎ △ △ ◎ ◎ ○ △ ○ △

アジムスルフロン

根部、茎葉基部、茎葉部から吸収され、アミノ酸の
生合成に関与するALS活性を阻害することで、生長
停止から枯死に至る。

□ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

イマゾスルフロン

茎葉部、茎葉基部、根部から速やかに吸収され、ア
セトラクテートシンターゼの活性を阻害し生育を抑
制する。効果の発現は遅効的で、しだいに退色し枯
死する。

□ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

シクロスルファム
ロン

茎葉基部・根部、幼芽から吸収され、アミノ酸生合
成阻害により雑草の生長が停止し枯死する。 □ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎

ピラゾスルフロン
エチル

根部、幼芽部あるいは茎葉基部から吸収され、アセ
トラクテートシンターゼの活性阻害によりアミノ酸生
成が阻害され、細胞分裂が阻害され生長停止から
枯死に至る。

□
～
○

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎

ベンスルフロンメ
チル

根部、茎葉基部及び茎葉部から速やかに吸収され
アセトラクテート合成酵素の抑制で、アミノ酸合成を
阻害し、殺草する。

△ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
□
～
○

◎

フルセトスルフロ
ン

雑草の茎葉部および根部から吸収され、植物全体
に移行し、アミノ酸の生合成に関与するALS活性を
阻害することで、生長停止から枯死に至る。

◎ ○ ◎ □ ○ ◎ △ ○ □ □

メタゾスルフロン

雑草の茎葉部および根部から吸収され、植物全体
に移行し、アミノ酸の生合成に関与するALS活性を
阻害することで、生長停止から枯死に至る。

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

プロピリスルフロ
ン

雑草の根部、幼芽部あるいは茎葉基部より吸収さ
れ、雑草体内において、アミノ酸の生合成に関与す
るＡＬＳの活性を抑制することで、細胞分裂が阻害
される。ＳＵ抵抗性雑草にも除草効果を有する。

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ハロスルフロンメ
チル

雑草の根部、幼芽部あるいは茎葉基部より吸収さ
れ、雑草体内においてアミノ酸の生合成を阻害す
る。

□
～
○

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎

ジフェニル
エーテル

オキサジアゾン

発芽直後の幼芽部に強く作用し、幼芽部が地表面
に出て光に当たると薬剤の接触、吸収した部分の
細胞組織を破壊して枯死させる。

◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ □ □

クロメプロップ

オーキシン型の植物ホルモン作用を示し、植物の
正常なホルモン作用を攪乱することによって殺草作
用を示す。

△ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ○

MCPB

ホルモン型移行性の成分で、イネ科植物に対する
作用は小さく、広葉植物に強い殺草性を発揮する。
主として茎葉部から吸収され、植物体内を移行し、
分裂組織に作用して異常生長を起こさせ、呼吸作
用を攪乱して雑草を枯死させる。

△ ○ ○ ○ □ ◎ ○ ○ ○

MCP

ホルモン作用により植物の分裂組織を異常に活性
化して奇型を生じ、さらに呼吸の異常増進などに
よって生理機能を攪乱して雑草を枯死させる。

２．４－PA

ホルモン作用により植物の分裂組織を異常に活性
化して奇型を生じ、さらに呼吸の異常増進などに
よって生理機能を攪乱して雑草を枯死させる。

ダイアジン ベンタゾン

根部と茎葉部から吸収され、葉部に移行・蓄積さ
れ、光合成阻害で枯死させる。 △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

フェノキシ
酸

広葉一年生雑草に卓効を示す。

スルホニル
ウレア

尿素

広葉一年生雑草に卓効を示す。
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環状イミド ペントキサゾン
出芽直後の幼芽部・根部に作用し、光の存在下で
速効的に褐変枯殺させる。 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ △ ○ △

ビスピリバックナ
トリウム塩

雑草の根部、茎葉基部および茎葉部から吸収さ
れ、植物体内の分岐鎖アミノ酸生合成に関与する
アセト乳酸合成酵素（ＡＬＳ）の働きを抑制するた
め、植物は生育に不可欠な分岐アミノ酸の生産量
が低下し、体内のアミノ酸バランスが変動して生育
を停止又は遅延し、一部枯死に至る。

ピリフタリド

主に根部より吸収され、アセトラクテート合成酵素
の働きを阻害することで、植物の生長に不可欠な
分岐鎖アミノ酸合成が停止することにより枯死させ
る。

◎ ○ △
○
～
◎

○ □ ○ △

ピリミノバックメチ
ル

根部・茎葉基部および茎葉部から吸収され、アセト
ラクテート合成酵素の抑制でアミノ酸合成を阻害
し、ヒエを枯死させる。

◎ △ △ △ △ △ △ △ △ △

キノン ACN

幼芽・茎葉部から吸収され、強力な酸化力と酸化的
リン酸化力の解除及び光合成阻害で枯死させる。
藻、表層剥離に卓効。

△ □
□
～
○

□
～
○

□ △ △ ◎ △ ○

スルフォン
アニリド

トリアファモン

主に雑草の根部、茎葉基部から吸収される。本体
は雑草体内で代謝され、分岐鎖アミノ酸生合成経
路上のアセト乳酸合成酵素を阻害する活性本体へ
と変化する。雑草は正常なタンパク質の生合成が
できなくなり、枯死に至る。

◎ ◎ △ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

インダノファン

根部、幼芽部、茎葉基部から吸収され、細胞分裂・
伸長を阻害することにより、雑草の生育を停止し、
枯死させる。タンパク質および脂肪酸の生合成の阻
害による。

◎ ◎ ◎
○
～
◎

◎ ◎ △ △ △ △

オキサジクロメホ
ン

根部および茎葉基部から吸収され、茎葉部のクロ
ロシスと生育停止症状を呈しながら枯死させる。ノ
ビエへの残効は長い。

◎ ◎ □ □ ◎ △ △ △

シハロホップブチ
ル

茎葉部から速やかに吸収され、植物体内に移動
し、生長点などの細胞の正常な細胞分裂を阻害し
生育停止、黄化褐変を経て枯死に至らしめる。

◎ △ △ △ △ △ △ △ △ △

ピラクロニル
根部、基部、茎葉部より吸収され、クロロフィルの生
合成を阻害することで、萎凋や乾燥を引き起こし枯
死させる。

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
□
～
○

○ ○
○
～
◎

ペノキススラム

雑草の根部、茎葉基部および茎葉部から吸収さ
れ、分岐鎖アミノ酸の生合成酵素であるアセトラク
テート合成酵素を阻害する。スルホンアミド系

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
○
～
◎

◎ ◎ ◎

ベンフレセート

雑草の根部＞茎葉部から吸収され、生長点の細胞
分裂阻害作用を有する。ノビエと数種の多年生雑
草に高い効果を示す。

○ △ △ △ ◎ ○ ◎ 〇 ◎

ピリミスルファン

雑草の根部、茎葉基部および茎葉部から吸収さ
れ、雑草体内においてアミノ酸の生合成を抑制し、
細胞分裂を阻害する。ＳＵ抵抗性雑草にも除草効
果を有する。

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎

フェノキサスルホ
ン

植物の超長鎖脂肪酸合成経路に作用し、超長鎖脂
肪酸の合成を阻害する。超長鎖脂肪酸合成が阻害
された植物は、正常な細胞分裂ができなくなり枯死
する。植物への吸収は、根部からが最も多く、次い
で茎葉基部、茎葉部の順で吸収量が少なくなる。

◎ ◎ ◎ ○ ◎
□
～
○

□ △ △ △

イプフェンカルバ
ソン

主に雑草の茎葉基部及び根部から吸収され、雑草
体内での脂肪の生合成阻害により生育抑制及び生
育停止し、褐変、枯死させる。トリアゾリノン系 ◎ ◎

○
～
◎

○ ◎ ○ ○ △ △ △

広葉＞カヤツリグサ科＞イネ科（ノビエを除く）

ノビエ、クサネム、イボクサには卓効を示す。

ピリミジル
チオ安息香
酸

その他
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トリアファモン

主に雑草の根域及び茎葉基部から吸収され、分岐
鎖アミノ酸生合成経路上のアセト乳酸合成酵素
（ALS）を阻害する活性本体へ変化する。この活性
本体がALSの活性を阻害することにより雑草は正
常なタンパク質の生合成ができなくなり、枯死に至
る。

◎ ◎ △ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

フェンキノトリオン

トリケトン構造をもち、本体は茎葉部及び根部から
吸収され、4-ヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシ
ゲナーゼ酵素を阻害する。これにより、植物はカロ
テノイドの生合成が阻害され、光合成ができなくな
り枯死する。

△ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

メタミホップ

主に雑草の茎葉部から吸収され、雑草体内のアセ
チルＣｏＡカルボキシラーゼの酵素活性を阻害す
る。本体は飽和脂肪酸生合成反応を触媒する酵素
であり、処理すると雑草は速やかに生育阻害され、
枯死に至る。

◎ △ △ △ △ △ △ △ △ △

　　◎：極大、○：大、□：中、△：小

注）作用特性は日本植物調節剤研究協会除草剤・生育調節剤解説、クミアイ農薬総覧を参照
　　殺草スペクトラムは、水稲作関係除草剤委託試験申請書を参照

その他


